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菊地功大司教 メッセージ

パウロはテモテへの手紙に、「神は、すべての人々が救われて真理を知るようになること
を望んでおられます」と記し、自ら創造されたすべてのいのちを包み込もうとする、神
の愛といつくしみを語ります。

ルカ福音は、「ごく小さな事に忠実な者は、大きな事にも忠実である」というイエスの言
葉を記します。

わたしたちは、神の愛といつくしみから、誰ひとり忘れ去られることなく、また誰ひと
り排除されることのない世界を実現することを目指しています。神の愛はすべての人に
向けられているにもかかわらず、それを妨害しようとするのは、わたしたちの不忠実さ
であります。わたしたちは神の愛といつくしみの前に立ちはだかる様々な障壁を取り除
くという大きな目的を達成するために、目の前の小さな事への取り組みを忠実に果たし
ていかなくてはなりません。

教会は、9 月 1 日から 10月 4日までを「被造物の季節」と定めて、総合的エコロジーの
観点から、日々の生活の中で小さな行動を忠実に積み重ねて、わたしたちに神から与え
られた共通の家を大切にすると言う目標を達成するための啓発の時としています。日本
の教会も、2019 年の教皇訪日のメッセージに触発されて、同じ期間を「すべてのいのち
を守る月間」と定め、神からの呼びかけに忠実であるようにと啓発活動を行っています。
今年の 7 月の司教総会では、この取り組みを更に強化するために、司教協議会に「ラウ
ダート・シ・デスク」を設置することも決めています。

2020 年初め頃から、世界中を巻き込んでいる感染症がもたらすいのちの危機は、目に見
えない小さなウイルスによってもたらされました。わたしたちは人間の知恵と知識には
限界があることを思い知らされています。しかし往々にしてわたしたちはその限界を忘
れ、あたかも人類がこの世界の支配者であるかのように振るまい続けてきました。その
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結果が、教皇様が指摘されるように、共通の家である地球の破壊です。

教皇フランシスコは回勅「ラウダート・シ ともに暮らす家を大切に」を発表され、すべ
ての被造物は互いにすべてつながっているがために、互いの調和のうちに生きていく道
を探ることの重要性を強調されました。これを教皇様は、総合的エコロジーという言葉
で表します。その意味は「さまざまなことが、本質をめぐってそれぞれつながり合い、
影響し合っている」ことです。そこから教皇様は「環境問題は孤立した分野ではなく、
社会の問題、人間の問題、そして根本的に神との関わりの中にある」と指摘します。

その上で教皇様は、「この世界でわたしたちは何のために生きるのか、わたしたちはなぜ
ここにいるのか、わたしたちの働きとあらゆる取り組みの目標はいかなるものか、わた
したちは地球から何を望まれているのか」といった問いかけに忠実に答えること姿勢を
求めます。

教会は今、シノドスの道を歩み続けています。神の⺠として、ともに歩もうとしていま
す。わたしたちはそれぞれの生きている現実の中で、小さな事に忠実に取り組む姿勢を
忘れることなく、神が与えてくださった大地の叫びと、社会から忘れられ排除されてい
る人たちの叫びに耳を傾け、それを神の視点で識別し、具体的な行動を積み重ねていき
たいと思います。

教皇フランシスコが東京ドームミサで呼びかけたように、「キリスト者の共同体として、
わたしたちは、すべてのいのちを守り、知恵と勇気をもってあかし」する忠実な僕であ
りたいと思います。


